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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第70期

第２四半期累計期間
第71期

第２四半期累計期間
第70期

会計期間
自 2020年３月21日
至 2020年９月20日

自 2021年３月21日
至 2021年９月20日

自 2020年３月21日
至 2021年３月20日

営業収益 (千円) 4,121,921 3,966,379 8,009,036

経常利益 (千円) 83,487 142,657 188,851

四半期（当期）純利益 (千円) 47,800 130,899 116,938

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) － － －

資本金 （千円） 1,140,000 1,140,000 1,140,000

発行済株式総数 （株） 756,000 756,000 756,000

純資産額 (千円) 6,027,974 6,139,945 6,076,407

総資産額 (千円) 10,354,121 10,006,907 10,118,713

１株当たり四半期（当期）純利
益

(円) 64.03 175.38 156.66

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) － － －

１株当たり配当額 (円) 50.00 50.00 100.00

自己資本比率 (％) 58.2 61.4 60.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 170,961 19,203 427,634

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △13,399 230,776 △14,646

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △141,456 △141,891 △283,734

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,720,248 1,941,484 1,833,396
 

 

回次
第70期

第２四半期会計期間
第71期

第２四半期会計期間

会計期間
自 2020年６月21日
至 2020年９月20日

自 2021年６月21日
至 2021年９月20日

１株当たり四半期純利益 (円) 52.42 103.56
 

(注) １　営業収益には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営

者が当社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主

要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありませ

ん。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1) 財政状態及び経営成績の状況

当第２四半期累計期間のわが国経済は、新型コロナウイルス感染拡大に伴う緊急事態宣言やまん延防止等重点措置

が長期間にわたって発出されたことや感染者数が一時的に急拡大したことにより経済活動は大きく制限を受け、個人

消費や企業活動が著しく停滞した一方で、ワクチン接種が開始されたものの収束の見通しは立たず、依然として先行

き不透明な状況が続いております。

世界経済につきましては、国・地域ごとの感染状況や経済対策の違いにより、経済の回復にばらつきが大きく、新

型コロナウイルス感染症拡大による停滞からの回復が進む中国・米国をはじめとし、欧州においても行動制限の緩和

が進み、経済活動の正常化へ向けた期待が高まる一方で、東南アジアでの感染再拡大や世界的な半導体の供給不足、

原材料価格の高騰が続くなど、依然として先行きは不透明な状況です。

わが国の運輸業界を取り巻く環境は、「巣ごもり需要」の拡大に伴い宅配貨物が増加する一方で、経済活動の縮小

を受け、企業間物流における貨物輸送量は大きく減少し、労働環境の改善や環境・安全対策等がコスト増加要因とし

て顕在化するなど、先の見通せない厳しい経営環境下にありました。そのような中、コンプライアンス体制の強化は

もとより労働力不足への対応を進めるために乗務職員の処遇改善を目的とし、国土交通省が定めた「標準的な運賃」

を参照した新運賃の届け出を行うと同時に、安全教育についてもより一層の充実を図り、お客様に安心してご利用い

ただける質の高い物流サービスの提供に努めてまいりました。

その結果、営業収益は39億66百万円（前年同四半期比3.8％減）、経常利益は１億42百万円（前年同四半期比70.9％

増）、四半期純利益は１億30百万円（前年同四半期比173.8％増）となりました。

 
流動資産は、34億72百万円(前期末比0.8％増、27百万円増)となり、そのうち現金及び預金は19億41百万円（前期

末比91百万円減）、受取手形及び営業未収入金は14億59百万円(前期末比86百万円増)となりました。

固定資産は、65億34百万円(前期末比2.1％減、１億38百万円減)となり、そのうち有形固定資産は60億61百万円

（前期末比67百万円減）、投資有価証券は２億21百万円（前期末比61百万円減）となりました。

流動負債は、12億27百万円(前期末比5.5％減、71百万円減)となり、そのうち営業未払金は２億61百万円（前期末

比12百万円増）、賞与引当金は１億67百万円（前期末比10百万円減）となりました。

固定負債は、26億39百万円(前期末比3.8％減、１億４百万円減)となり、そのうち長期借入金は23億41百万円（前

期末比90百万円減）となりました。

純資産は、61億39百万円（前期末比1.0％増、63百万円増）となり、そのうち利益剰余金は38億81百万円（前期末

比93百万円増）となりました。

 

(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、19億41百万円になりました。

 

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は19百万円（前年同四半期は得られた資金は１億70百万円）となりました。これは

主に流動負債のその他（未払金等）が減少したこと等によるものです。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は２億30百万円（前年同四半期は使用した資金は13百万円）となりました。これは

主に定期預金の預入による支出が減少したこと等によるものです。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は１億41百万円（前年同四半期は使用した資金は１億41百万円）となりました。こ

れは主に長期借入金の返済による支出等が概ね前年同四半期と同額であったこと等によるものです。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた問題

はありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5) 主要な設備

当第２四半期累計期間において、主要な設備の著しい変動及び前事業年度末に計画した主要な設備の新設、除却

等について著しい変動はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,200,000

計 2,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2021年９月20日)

提出日現在発行数(株)
(2021年11月１日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 756,000 756,000
名古屋証券取引所
市場第二部

単元株式数は100株であり
ます。

計 756,000 756,000 － －
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2021年６月21日～
2021年９月20日

－ 756,000 － 1,140,000 － 1,120,000
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(5) 【大株主の状況】

2021年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(百株)

発行済株式(自己株式を除
く。)の総数に対する
所有株式数の割合(％)

株式会社ＳＫＯ 名古屋市北区駒止１丁目71 1,479 19.81

岩瀬合名会社 名古屋市中区金山１丁目６番７号 704 9.44

株式会社商工組合中央金庫 東京都中央区八重洲２丁目10番17号 377 5.05

小笠原　道弘 名古屋市北区 225 3.02

小笠原　和俊 名古屋市北区 220 2.95

小笠原　俊一郎 名古屋市昭和区 175 2.35

小笠原　明子 名古屋市北区 175 2.34

株式会社三菱ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 153 2.04

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目４番５号 144 1.92

大宝運輸社員持株会 名古屋市中区金山５丁目３番17号 128 1.72

計 － 3,782 50.68
 

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2021年９月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式 － －

9,600

完全議決権株式(その他)
普通株式

7,409 －
740,900

単元未満株式
普通株式

－ －
5,500

発行済株式総数 756,000 － －

総株主の議決権 － 7,409 －
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② 【自己株式等】

  2021年９月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
大宝運輸株式会社

名古屋市中区金山５丁目
３番17号

9,600 － 9,600 1.2

計 － 9,600 － 9,600 1.2
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 
１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(2021年６月21日から2021年９月

20日まで)及び第２四半期累計期間(2021年３月21日から2021年９月20日まで)に係る四半期財務諸表について、有限責

任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項によ

り、当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集

団の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

　　資産基準　　　　　         0.5％

　　売上高基準　  　　         0.1％

　　利益基準　　　　　         1.1％

　　利益剰余金基準　　         0.9％

　　　※　会社間項目の消去前の数値により算出しております。　

 

EDINET提出書類

大宝運輸株式会社(E04217)

四半期報告書

 8/19



１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2021年３月20日)
当第２四半期会計期間
(2021年９月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 2,033,396 1,941,484

  受取手形及び営業未収入金 1,372,925 1,459,823

  貯蔵品 8,984 7,954

  未収還付法人税等 8,331 －

  その他 23,216 64,696

  貸倒引当金 △1,700 △1,800

  流動資産合計 3,445,154 3,472,158

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 7,224,344 7,251,346

    減価償却累計額 △4,515,011 △4,605,708

    建物及び構築物（純額） 2,709,333 2,645,637

   機械装置及び運搬具 1,628,788 1,574,212

    減価償却累計額 △1,504,950 △1,457,349

    機械装置及び運搬具（純額） 123,838 116,862

   土地 3,163,267 3,163,267

   その他 365,533 386,373

    減価償却累計額 △232,625 △250,623

    その他（純額） 132,908 135,749

   有形固定資産合計 6,129,347 6,061,518

  無形固定資産 31,643 28,237

  投資その他の資産   

   投資有価証券 283,085 221,756

   差入保証金 65,845 55,104

   その他 163,638 168,132

   投資その他の資産合計 512,568 444,993

  固定資産合計 6,673,559 6,534,748

 資産合計 10,118,713 10,006,907
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2021年３月20日)
当第２四半期会計期間
(2021年９月20日)

負債の部   

 流動負債   

  営業未払金 248,700 261,579

  1年内返済予定の長期借入金 190,220 180,540

  未払法人税等 27,824 83,095

  賞与引当金 177,654 167,604

  役員賞与引当金 24,000 12,000

  その他 630,389 522,808

  流動負債合計 1,298,787 1,227,627

 固定負債   

  長期借入金 2,431,307 2,341,037

  退職給付引当金 78,570 72,195

  役員退職慰労引当金 186,207 188,448

  その他 47,433 37,653

  固定負債合計 2,743,518 2,639,334

 負債合計 4,042,305 3,866,961

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 1,140,000 1,140,000

  資本剰余金 1,120,000 1,120,000

  利益剰余金 3,787,732 3,881,313

  自己株式 △32,619 △32,718

  株主資本合計 6,015,113 6,108,594

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 61,294 31,350

  評価・換算差額等合計 61,294 31,350

 純資産合計 6,076,407 6,139,945

負債純資産合計 10,118,713 10,006,907
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2020年３月21日
　至 2020年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 2021年３月21日
　至 2021年９月20日)

営業収益 4,121,921 3,966,379

営業原価 3,839,580 3,635,835

営業総利益 282,341 330,544

販売費及び一般管理費 ※  206,836 ※  198,273

営業利益 75,504 132,270

営業外収益   

 受取利息 46 34

 受取配当金 8,759 8,937

 受取保険金 742 2,700

 補助金収入 100 －

 その他 3,682 3,445

 営業外収益合計 13,330 15,117

営業外費用   

 支払利息 4,994 4,727

 その他 354 3

 営業外費用合計 5,348 4,730

経常利益 83,487 142,657

特別利益   

 固定資産売却益 839 6,801

 投資有価証券売却益 － 49,761

 特別利益合計 839 56,563

特別損失   

 固定資産除却損 237 513

 特別損失合計 237 513

税引前四半期純利益 84,089 198,707

法人税、住民税及び事業税 28,500 64,500

法人税等調整額 7,789 3,307

法人税等合計 36,289 67,807

四半期純利益 47,800 130,899
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2020年３月21日
　至 2020年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 2021年３月21日
　至 2021年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 84,089 198,707

 減価償却費 143,954 127,244

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △100 100

 賞与引当金の増減額（△は減少） △3,858 △10,050

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △12,000 △12,000

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △580 △6,374

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 2,241 2,241

 受取利息及び受取配当金 △8,805 △8,971

 支払利息 4,994 4,727

 固定資産売却損益（△は益） △839 △6,801

 固定資産除却損 237 513

 投資有価証券売却損益（△は益） － △49,761

 売上債権の増減額（△は増加） △85,252 △86,898

 たな卸資産の増減額（△は増加） 1,729 1,030

 仕入債務の増減額（△は減少） 18,008 12,879

 その他 50,104 △149,096

 小計 193,922 17,490

 利息及び配当金の受取額 8,805 8,971

 利息の支払額 △4,994 △4,727

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △26,772 △2,531

 営業活動によるキャッシュ・フロー 170,961 19,203

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △200,000 －

 定期預金の払戻による収入 200,000 200,000

 有形固定資産の取得による支出 △10,539 △44,368

 有形固定資産の売却による収入 840 6,801

 投資有価証券の取得による支出 △3,924 －

 投資有価証券の売却による収入 － 68,058

 その他 223 285

 投資活動によるキャッシュ・フロー △13,399 230,776

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 長期借入金の返済による支出 △100,110 △99,950

 割賦債務の返済による支出 △4,022 △4,862

 配当金の支払額 △37,323 △36,979

 自己株式の取得による支出 － △99

 財務活動によるキャッシュ・フロー △141,456 △141,891

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 16,106 108,088

現金及び現金同等物の期首残高 1,704,142 1,833,396

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,720,248 ※  1,941,484
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更)

該当事項はありません。

 
(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

新型コロナウイルス感染症の影響により社会経済活動が停滞し、当社は営業収益減少等の影響が生じてお

り　ます。当社は、当該影響が当事業年度も一定期間続くとの仮定のもと、会計上の見積りを行っておりま

す。しかしながら、新型コロナウイルス感染症の影響は不確定要素が多いことから、当事業年度の財政状態、

経営成績に影響を及ぼす可能性があります。

なお、前事業年度の有価証券報告書に記載した内容から、重要な変更はありません。

 

(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 2020年３月21日
至 2020年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 2021年３月21日
至 2021年９月20日)

人件費 121,864千円 112,625千円

（うち賞与引当金繰入額） （6,601千円) （9,007千円)

（うち役員賞与引当金繰入額） (12,000千円) （12,000千円)

（うち退職給付費用） (10千円) （1,762千円)

（うち役員退職慰労引当金繰入額） (2,241千円) （2,241千円)

減価償却費 2,850千円 2,352千円
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前第２四半期累計期間
(自 2020年３月21日
至 2020年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 2021年３月21日
至 2021年９月20日)

現金及び預金 1,920,248千円 1,941,484千円

預入期間が３か月超の定期預金 △200,000千円 －千円

現金及び現金同等物 1,720,248千円 1,941,484千円
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 2020年３月21日 至 2020年９月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月16日
定時株主総会

普通株式 37,323 50 2020年３月20日 2020年６月17日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年10月30日
取締役会

普通株式 37,323 50 2020年９月20日 2020年11月27日 利益剰余金
 

 

当第２四半期累計期間(自 2021年３月21日 至 2021年９月20日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月16日
定時株主総会

普通株式 37,319 50 2021年３月20日 2021年６月17日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月１日
取締役会

普通株式 37,317 50 2021年９月20日 2021年11月29日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期累計期間(自 2020年３月21日 至 2020年９月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメントの合計額に

占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第２四半期累計期間(自 2021年３月21日 至 2021年９月20日)

当社の主たる事業は物流事業であり、その他の事業の売上高、利益等の金額は、全事業セグメントの合計額に

占める割合が著しく低いため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自 2020年３月21日
至 2020年９月20日)

当第２四半期累計期間
(自 2021年３月21日
至 2021年９月20日)

　　１株当たり四半期純利益 64円03銭 175円38銭

 　 (算定上の基礎)   

   四半期純利益(千円) 47,800 130,899

   普通株主に帰属しない金額(千円) － －

   普通株式に係る四半期純利益(千円) 47,800 130,899

   普通株式の期中平均株式数(千株) 746 746
 

（注） 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第71期（2021年３月21日から2022年３月20日まで）中間配当については、2021年11月１日開催の取締役会におい

て、2021年９月20日の最終の株主名簿に記載または記録された株主または登録株式質権者に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                              　 　 37,317千円

② １株当たりの金額                                   50円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日   　 　2021年11月29日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

大宝運輸株式会社(E04217)

四半期報告書

17/19



独立監査人の四半期レビュー報告書
2021年11月１日

大宝運輸株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人
名古屋事務所

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 岡　野　英　生　 印

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 中　野　孝　哉　 印

 

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大宝運輸株式会

社の2021年３月21日から2022年３月20日までの第71期事業年度の第２四半期会計期間（2021年６月21日から2021年９月

20日まで）及び第２四半期累計期間（2021年３月21日から2021年９月20日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大宝運輸株式会社の2021年９月20日現在の財政状態並びに同日をもって終

了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監

査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断し

ている。

四半期財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切であ

るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関

する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

四半期財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と
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認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切で

ない場合は、四半期財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論

は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業とし

て存続できなくなる可能性がある。

・四半期財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に

準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期財務諸表の表

示、構成及び内容、並びに四半期財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が

認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要

な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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